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Education for the Next ……………………

「教育の未来構想」を先導する、高度な教育者、研究者を目指して

　東京学芸大学は、1966年（昭和41年）に教員養成系では全国で最も早く大学院教育学研究科修士課程を
創設し、教員養成における日本の基幹大学として、先導的な研究と教育に基づき、多くの優秀な人材を教育
界、学界に輩出してきました。
　そうした伝統と、激しく変化するこれからの社会にあって、教育に求められる「未来を創造する力」をさらに
進化させるため、本学は2019年度（平成31年度）に、従来の教育学研究科修士課程を総合化・最先端化し、
「次世代日本型教育システム研究開発専攻」と「教育支援協働実践開発専攻」の2専攻を創設しました。
　次の時代の扉を開くために、教育を変え、教育を創り、教育を支えることに希望と熱意を持つ方々の入学
を期待しています。

日本では先駆けて、総合化・最先端化した教育学研究科修士課程

　東京学芸大学の教育学研究科修士課程は、これまでの本学修士課程の内容を発展させ、「教育の未来構想」
を先導するためのグローバル、教育AI（人工知能）、臨床心理、教育協働などの、これからの社会で求めら
れる先端的な「プラスα（アルファ）=テーマ」に焦点を合わせ、その内容を教育の側から改めて捉え直す
とともに、それら「プラスα＝テーマ」の専門性をも兼ね備えた、総合的で新たな能力を身につけた教育者・
研究者を育てることを目指します。
　修士課程は、この「プラスα =テーマ」に応じて、次のような4つの内容に分かれています。
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■ 「次世代日本型教育システム研究開発専攻」

　社会のグローバル化・教育の国際標準化に対応し、日本の教育システムの特長を引き継いだ次世代のため
の教育システムを研究開発し、国際理解にもとづく平和で持続可能な社会の創成と、その社会を支えるグ
ローバル・シチズンシップを育成する教育・研究を国際的に展開できる人材の養成を目的とします。

これまでの修士課程の内容 　　+　　 教育・グローバル

■ 「教育支援協働実践開発専攻」

「教育AI 研究プログラム」
　教育の現代的な課題に応じて、情報教育、教育心理、各種教育内容（言語学、体育学ならびにスポーツ科
学、環境科学、宇宙・地球科学、デザイン学など多様なジャンルの専門科学）、教育実践などから、教育に関
する高度な専門性を一つの「ピーク」として持つことを基盤に、これからの時代を先導するAI（人工知能）
を教育に関わる様々な場面で利活用し、学校や多様な専門家と協働しながら、教育改革を先導する人材の養
成を目的とします。

これまでの修士課程の内容 　　+　　 教育・AI（人工知能）

「臨床心理学プログラム」
　公認心理師、臨床心理士等の資格取得を目指しつつ、不登校、いじめ、発達や学習上の困難、人間関係の
問題、家庭の問題、虐待、非行等について臨床心理学の立場から研究し、スクールカウンセラー、教育相談
の担当者、その他さまざまな心理専門職として、学校教育と連携し、子どもや家庭を支えようとする人材の
養成を目的とします。

これまでの修士課程の内容 　　+　　 教育・臨床心理（関連資格）

「教育協働研究プログラム」
　学校が必要とする学校外の教育資源を、自身の社会教育・生涯学習・芸術・スポーツ・行政・法務等の専
門的知識を通じて、学校と連携・協働しながら活用し、教育の社会的ネットワークを構築しつつ教育改革を
先導する人材の養成を目的とします。

これまでの修士課程の内容 　　+　　 教育・社会的ネットワーク
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修士課程の学びのイメージ

　本修士課程では、次のようなカリキュラムが開設されます。
　（2年以上の在籍と30単位以上の単位修得、必要な研究指導を受けての修了研究（学位論文または課題研
究）の審査及び最終試験に合格することが修了要件です）

1「専攻基盤科目」（6～8単位必修）
 ●各専攻の基盤的な力を身につける領域

2「専攻基礎科目」（2単位必修）
 ●基盤科目の上に、専攻やプログラム毎に基礎的な力を身につける領域

3「専攻展開科目」（8～10単位選択）
 ●各専攻やプログラム毎に、高度な専門性を高める領域

4「専攻発展科目」（8単位必修「フィールド研究」）
 ●各専攻やプログラム毎に、実践性や学びの統合を高める領域

5「特別研究」（4単位必修）
 ●専門に基づいて知見の深化と研究能力を高める領域

6「修了研究」＝修士論文または課題研究（特定の課題についての研究の成果）

修士課程の組織

修士課程［2専攻］

定員 109名

次世代日本型
教育システム
研究開発専攻
（20）

教育支援協働実践開発専攻（89）

● 教育 AI 研究プログラム （35）
● 臨床心理学プログラム （20）
● 教育協働研究プログラム （34）

２つの専攻どちらでも留学生を受け入れます （　）は学生数

改　

編　

後

修士課程［15専攻］

定員 279名

総合教育開発専攻（40）
● 生涯教育（4）
● 国際理解（多言語 /地域）（10）
● 情報（8）
● 環境（環境 /文化遺産）（10）
● 表現教育（8）

（　）は学生数

改　

編　

前
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■ 次世代日本型教育システム研究開発専攻

■ 教育支援協働実践開発専攻

修士課程のカリキュラム

・「教育支援人材」の社会的配置による教育の充実、コンピテンシー育成と働き方改革のための学校改革の推進
・教育支援協働を通じた、新しい教育と社会の創造

教育支援協働学概論
教育コラボレーションと現代社会
教員の社会的役割とキャリア形成（教職大学院科目）

専攻基盤科目
（必修6単位）

専攻展開科目
（選択必修10単位）

専攻発展科目
（選択必修8単位）

特別研究（必修4単位）

教育課程

教育AI 研究プログラム

フィールド研究

臨床心理学プログラム 教育協働研究プログラム

人材の輩出

専攻基礎科目
（必修2単位） 人工知能概論 教育臨床特論 教育ネットワーク論

専門力 企画提案力 分析的実践力 コミュニケーション
チーム構築

チャレンジ精神
主体性

＋
資格取得単位
・公認心理師
・臨床心理士

・日本型教育システムを国外で展開できるとともに、国内の学校教育のグローバル化を先導する研究者・教育実践者
・国際的な教育・文化交流機関・活動団体、国内外の教育行政職、教育・文化交流のNGO/NPO職員
・研究職・教育関連企業・団体職員

•Global Citizenship and Education　　 •カリキュラムデザイン（教職大学院科目）　•次世代日本型教育と国際社会
•次世代日本型教育システム研究開発概論

専攻基盤科目
（必修8単位）基盤

•ヒューマン・コンピテンシー総論　•「チーム学校」と協働教育論　•次世代日本型教育と日本語教育基礎 専攻基礎科目
（選択必修2単位）

次世代日本型教育：
理論と実践

教科内容
関連科目

Project Study on 
Education 
in Japan

Global Citizenship 
and Sustainability

Global Education from 
Intercultural/

Interdisciplinary Perspective
日本語
教育地域文化 異文化間

交流展開 専攻展開科目
（選択必修8単位）

専門知識 実践力研究・開発力 協働・連携力 コミュニケーション能力

コ ア ・ テ ー マ

教育学の基礎と応用 教育内容に関わる理論と実践 グローバル・シチズンシップ
育成、持続可能な社会構築 開発支援・開発教育 日本文化・日本語教育

教育課程

次世代教育領域

発展 専攻発展科目
（選択必修8単位） フィールド研究A, B;  Global Field Research A, B

教科内容領域 多文化共生教育領域 日本語教育領域

人材の輩出

教育の高度情報
化や情報ツール
の活用能力に関
する知識や技能
の領域
（情報AI領域）

コンピテンシー
育成と次世代学
校に関する高度
な知識や技能の
領域
（コンピテンシー・
学校心理領域）

教育の内容と実
践に関する高度
な知識や技能の
領域
（教育内容・実践
領域）

豊かな学びを促
進する教育の環
境整備に関する
高度な知識や技
能の領域
（教育環境領域）

ダイバーシティ
に対応する地域
創生に関する高
度な知識や技能
の領域
（地域創生領域）

学校を中心とす
る制度的教育基
盤に関する高度
な知識や技能の
領域
（教育法規・行財
政領域）

教育臨床心理の
学問的基盤とな
る高度な知識や
技能の領域
（臨床・発達心理
学領域）

教育臨床領域の
専門性に関する
高度な知識や技
能の領域（教育
臨床領域）

特別研究（必修4単位）
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■ 「教育AI 研究プログラム」

■ 「臨床心理学プログラム」

■ 「教育協働研究プログラム」

コンピテンシー育成と次世代学校に
関する高度な知識や技能の領域
（コンピテンシー・学校心理領域）

教育の内容と実践に関する
高度な知識や技能の領域
（教育内容・実践領域）

教育の高度情報化や情報ツールの
活用能力に関する知識や技能の領域

（情報AI領域）

人工知能概論教育支援協働実践開発基礎科目

専攻展開科目

教
育
Ａ
Ｉ
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

データ・アナリティクス実践論 文化社会系先導的教育応用実践論

情報センシング論 身体系（含スポーツ）先導的教育応用実践論

人間情報学論

先端情報科学論

ヒューマン・コンピテンシー総論

環境システム系先導的教育応用実践論

言語情報解析論

ヒューマン・コンピテンシー各論
（発達）（認知）（社会）

教育ポートフォリオと教育ビックデータ

環境デザイン系先導的教育応用実践論

知的ソフトウェアシステム論

教育未来構想論

教育・行動データの測定と分析

認知発達と学校教育

教育コミュニティ論

教育とビジネスマルチメディア情報解析論

教育臨床心理の学問的基盤となる
高度な知識や技能の領域
（臨床・発達心理学領域）

教育臨床領域の専門性に関する
高度な知識や技能の領域
（教育臨床領域）

教育臨床特論教育支援協働実践開発基礎科目

専攻展開科目

臨
床
心
理
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

精神医学特論
家族心理学特論

健康心理学特論

臨床心理学特論B

司法心理学特論

発達臨床特論

臨床心理面接特論B
臨床発達心理学特論

教育相談面接実習

発達臨床心理学フィールド研究

学校臨床・支援システム特論

臨床心理査定演習Ⅰ

臨床心理学特論A
心理療法特論

臨床心理学演習

発達支援特論

発達心理学演習

臨床心理学研究法

産業心理学特論
臨床心理基礎実習Ⅰ、Ⅱ

臨床心理査定演習Ⅱ

発達障害臨床心理学演習

臨床心理面接特論A

発達臨床心理学演習

臨床生理心理学特論

豊かな学びを促進する教育の環境整備に
関する高度な知識や技能の領域

（教育環境領域）

ダイバーシティに対応する地域創生に
関する高度な知識や技能の領域

（地域創生領域）

学校を中心とする制度的教育基盤に
関する高度な知識や技能の領域
（教育法規・行財政領域）

教育ネットワーク論教育支援協働実践開発基礎科目

専攻展開科目

教
育
協
働
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

学校教育・生涯学習協働論 コミュニティ形成と生涯学習

学校教育・文化遺産教育協働論 コミュニティ形成と文化遺産教育

地域共生社会論

教育法規・財政論学校教育と演劇・映像 コミュニティ形成と演劇・映像

教育制度論

学校教育・ソーシャルワーク協働論

コミュニティ形成とデザイン

教育経営論

学校スポーツ活動支援論

コミュニティスポーツ推進論学校教育とデザイン

「チーム学校」と協働教育論学校教育と日本語・母語学習支援論

コミュニティ形成と言語・文化学習支援論

アントレプレナーシップ論

教育臨床課題研究

心の発達とコミュニケーション

機械学習・深層学習論
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〈教育研究体制の充実〉
　本学は、様々な連携・協働を可能としやすい、官公庁、大学、大企業等が集まる東京に立地し、教育に関
わる産官学での先端的な共同研究等に多く取り組んでいます。その結果、教員養成系大学としては産学連携
による外部資金を多く獲得するとともに、科学研究費補助金の採択率も高く、充実した人材と環境に恵まれ
ています。

〈プログラム制、コア・テーマの導入〉
　新たな教育を創造するときに期待されている多様なニーズに対応するために、次世代日本型教育システム
研究開発専攻では「コア・テーマ」の設定を、教育支援協働実践開発専攻では「プログラム」制を導入し、
先端的、現代的、総合的な新しい内容の学びを可能としています。

〈サービス・ラーニングの視点を導入〉
　フィールド研究を中心として、社会実践活動と学修活動を両立させる方法である「サービス・ラーニング」
の視点を導入し、より主体的で実践的な学びを展開します。

〈社会との連携・協働による研究・教育〉
　企業、行政、地域、学校などと強く連携・協働する中で、具体的な課題解決に結びつくことを意識した学
びを展開します。また、内容に応じて学外からも協力が得られ、充実した教育を受けることができます。

東京学芸大学の新しい教育学研究科修士課程の特色



目　　　　　　次

Ⅰ　大学院教育学研究科（修士課程）

　１．修士課程の目的　  8

　２．新しい修士課程の特色　  8

　３．修士課程の組織・編成　  9

　４．専攻のポリシーとカリキュラム及び指導教員　  9

　５．専攻・プログラムの教育研究の概要　  17

　６．修了要件・履修基準　  21

　７．単位互換制度，ダブル・ディグリー・プログラム，
　　　学部開設授業科目の聴講について　  23

　８．授業の実施方法・履修方法　  24

　９．長期履修学生制度　  24

Ⅱ　学位について　  25

Ⅲ　免許状について　  25

Ⅳ　インフォメーション　  25



－ 8 －



－ 9 －



－ 10 －



－ 11 －



－ 12 －



－ 13 －



－ 14 －



－ 15 －



－ 16 －



－ 17 －



－ 18 －



－ 19 －



－ 20 －



－ 21 －



－ 22 －



－ 23 －



－ 24 －



－ 25 －



－ 26 －



－ 27 －



－ 28 －





北門

東門

学芸大学

国分寺駅北口

武蔵小金井駅

学芸小前

北門・東門は、日曜・祝日には閉鎖
されますのでご注意ください。（ ）

国分寺駅北口
交通広場

● JR 武蔵小金井駅北口より
【京王バス】
〔５番バス停〕「小平団地」行に乗車、約10分
「学芸大正門」下車
〔５番バス停〕「国分寺駅北口」行に乗車、約
10分「学芸大正門」下車
本数が少ないためご注意ください。

〔6番バス停〕「中大循環」に乗車、約10分
「学芸小前」下車

【徒歩】約25分

● JR 国分寺駅北口より
【銀河鉄道バス】
〔2番バス停〕「小平駅南口」行に乗車、
約10分「学芸大学」下車
※このバス停に一番近い大学の門は

「北門」です。

【京王バス】
〔５番バス停〕「武蔵小金井駅北口」行に
乗車、約10分「学芸大正門」下車
本数が少ないためご注意ください。

【徒歩】約20分

● 西武新宿線小平駅南口より
【銀河鉄道バス】
「国分寺駅北口」行に乗車、約15分
「学芸大学」下車
※このバス停に一番近い大学の門は
「北門」です。

東京学芸大学
〒184-8501　東京都小金井市貫井北町４－１－１

　※お越しの際は公共の交通機関をご利用ください。
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